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一　

概
説

　

１　

条
約
の
成
立
経
緯

　
　
�
　

昭
和
五
十
一
年
（
千
九
百
七
十
六
年
）
二
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
デ
ン
パ
サ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
首
脳
会
議
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
永
続
的
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
方
法
及
び
そ
の
た
め
の
地
域
協

力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
法
的
枠
組
み
の
必
要
性
が
提
唱
さ
れ
、
同
会
議
の
場
で
当
時
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
タ
イ
の
五
箇
国
の
間
で
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
友
好
協
力
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
が
作
成
さ
れ
た
。
条

約
は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
、
こ
れ
ら
の
五
箇
国
の
批
准
を
得
て
効
力
を
生
じ
た
。

　
　
�
　

条
約
は
、
前
記
の
五
箇
国
以
外
の
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
加
入
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
（
千
九
百
八
十
七
年
）
十
二
月
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
以
外
の
国
の
加
入
を
可
能
に
す
る
た
め
の
条
約
の
改
正
を

内
容
と
す
る
第
一
議
定
書
が
作
成
さ
れ
た
。
第
一
議
定
書
に
基
づ
く
条
約
の
改
正
は
、
昭
和
六
十
三
年
（
千
九
百
八
十
八
年
）
七
月
、
当
時
の
条
約
の
締

約
国
す
べ
て
（
前
記
の
五
箇
国
及
び
ブ
ル
ネ
イ
）
に
よ
る
同
議
定
書
の
批
准
を
得
て
効
力
を
生
じ
た
。

　
　
�
　

そ
の
後
、
新
た
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
な
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
（
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
及
び
ベ
ト
ナ
ム
）
の
条
約

へ
の
加
入
が
完
了
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
十
年
（
千
九
百
九
十
八
年
）
七
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外

相
会
議
で
、
条
約
の
東
南
ア
ジ
ア
以
外
の
国
の
加
入
に
関
す
る
規
定
の
技
術
的
修
正
を
内
容
と
す
る
第
二
議
定
書
が
作
成
さ
れ
た
。
第
二
議
定
書
に
基
づ

く
条
約
の
改
正
は
、
平
成
十
二
年
（
二
千
年
）
十
一
月
、
当
時
の
条
約
の
締
約
国
す
べ
て
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
十
箇
国
及
び
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）
に

よ
る
同
議
定
書
の
批
准
を
得
て
効
力
を
生
じ
た
。　
　
　

　

２　

条
約
締
結
の
意
義

　
　
　

こ
の
条
約
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
、
友
好
及
び
協
力
の
促
進
を
目
的
と
し
、
経
済
、
社
会
等
の
各
分
野
に
お
け
る
一
般
的
な
協
力
の
原
則
に
つ

き
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
が
今
後
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
一
層
緊
密
か
つ
建
設
的
な
友
好
協
力
関
係
を

構
築
し
て
い
く
意
志
及
び
姿
勢
を
象
徴
的
に
示
す
上
で
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。　
　

　

３　

条
約
の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務

一



　
　
　

こ
の
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
我
が
国
は
、
締
約
国
の
国
民
の
間
の
接
触
及
び
交
流
の
奨
励
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
技
術
、
科
学
及
び
行
政
の
分
野
等
に

お
け
る
積
極
的
な
協
力
の
促
進
、
国
際
的
及
び
地
域
的
な
問
題
に
関
す
る
相
互
の
定
期
的
な
接
触
及
び
協
議
の
維
持
、
政
治
、
経
済
、
社
会
文
化
及
び
安
全

保
障
の
分
野
に
お
け
る
自
国
の
強 
靱 
性
を
高
め
る
努
力
、
地
域
の
強 
靱 
性
を
増
進
す
る
た
め
の
協
力
等
の
義
務
を
負
う
。

じ
ん 

じ
ん

　

４　

早
期
国
会
承
認
が
求
め
ら
れ
る
理
由

　
　
　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
、
条
約
を
地
域
に
お
け
る
友
好
協
力
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
象
徴
す
る
文
書
と
し
て
政
治
的
に
重
視
し
て
お
り
、
我
が
国
が
条
約

を
締
結
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を
重
ね
て
表
明
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
の
強
い
期
待
を
踏
ま
え
、
我
が
国
は
、
昨
年
十
二
月
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
特
別
首
脳
会
議
の
際
に
、
我
が
国
が
条
約
を
締
結
す
る
意
図
を
有
す
る
旨
の
宣
言
を
発
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
友
好
協
力
関
係
を

強
化
し
て
い
く
上
で
、
早
期
に
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二　

条
約
の
内
容

　
　

こ
の
条
約
は
、
前
文
、
本
文
二
十
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

目
的
（
第
一
条
）

　
　
　

こ
の
条
約
は
、
締
約
国
の
強
化
、
連
帯
及
び
関
係
の
緊
密
化
に
寄
与
す
る
締
約
国
の
国
民
の
間
の
永
久
の
平
和
、
永
遠
の
友
好
及
び
協
力
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

２　

基
本
原
則
（
第
二
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
そ
の
相
互
の
関
係
に
お
い
て
、
次
の
基
本
原
則
を
指
針
と
す
る
。

　
　
�
　

す
べ
て
の
国
の
独
立
、
主
権
、
平
等
、
領
土
保
全
及
び
主
体
性
の
相
互
尊
重

　
　
�
　

す
べ
て
の
国
が
外
部
か
ら
干
渉
さ
れ
、
転
覆
さ
れ
又
は
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
国
家
と
し
て
存
在
す
る
権
利

　
　
�
　

相
互
の
国
内
問
題
へ
の
不
干
渉

　
　
�
　

意
見
の
相
違
又
は
紛
争
の
平
和
的
手
段
に
よ
る
解
決

　
　
�
　

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
の
放
棄

　
　
�
　

締
約
国
間
の
効
果
的
な
協
力

二



　

３　

友
好
（
第
三
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
締
約
国
を
相
互
に
結
び
付
け
て
い
る
伝
統
的
、
文
化
的
及
び
歴
史
的
な
友
好
、
善
隣
及
び
協
力
の
関
係
を
発
展
さ
せ
及
び
強
化
さ
せ
る
こ
と

に
努
め
、
並
び
に
こ
の
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
。
締
約
国
は
、
締
約
国
間
の
一
層
緊
密
な
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
締
約
国
の
国
民
の
間

の
接
触
及
び
交
流
を
奨
励
し
及
び
容
易
に
す
る
。

　

４　

協
力
（
第
四
条
及
び
第
五
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
技
術
、
科
学
及
び
行
政
の
分
野
に
お
い
て
並
び
に
地
域
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
び
安
定
に
つ
い
て
の
共
通
の
理
想

及
び
願
望
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
共
通
の
関
心
事
項
に
関
し
て
、
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
。
締
約
国
は
、
こ
の
規
定
の
実
施
に
当
た
り
、
平

等
、
無
差
別
及
び
互
恵
の
原
則
に
基
づ
き
、
多
数
国
間
及
び
二
国
間
で
最
大
の
努
力
を
払
う
。

　

５　

地
域
に
お
け
る
経
済
成
長
の
促
進
（
第
六
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
繁
栄
し
た
及
び
平
和
な
共
同
体
の
基
礎
を
強
化
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
経
済
成
長
の
促
進
の
た
め
に
協
力
す
る
。

こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
締
約
国
の
農
業
及
び
産
業
の
一
層
広
範
な
活
用
、
締
約
国
間
の
貿
易
の
拡
大
並
び
に
締
約
国
の
経
済
的
基
盤
の
改
善
を
促
進
す

る
。
こ
の
点
に
関
し
、
締
約
国
は
、
他
国
並
び
に
地
域
外
の
国
際
機
関
及
び
地
域
機
関
と
の
緊
密
か
つ
有
益
な
協
力
の
た
め
の
す
べ
て
の
方
法
を
引
き
続
き

探
求
す
る
。

　

６　

経
済
協
力
の
強
化
（
第
七
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
社
会
正
義
を
達
成
し
及
び
地
域
の
人
々
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
経
済
協
力
を
強
化
す
る
。
こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
経
済
発
展

及
び
相
互
援
助
の
た
め
の
適
当
な
地
域
的
な
戦
略
を
採
用
す
る
。

　

７　

訓
練
及
び
研
究
の
手
段
に
よ
る
相
互
援
助
（
第
八
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
社
会
、
文
化
、
技
術
、
科
学
及
び
行
政
の
分
野
に
お
け
る
訓
練
及
び
研
究
の
手
段
に
よ
っ
て
相
互
に
援
助
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
。

　

８　

地
域
に
お
け
る
平
和
、
調
和
及
び
安
定
の
一
層
の
促
進
（
第
九
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
地
域
に
お
け
る
平
和
、
調
和
及
び
安
定
を
一
層
促
進
す
る
た
め
協
力
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
。
こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
そ
の
見
解
、
行

動
及
び
政
策
を
調
整
す
る
た
め
、
国
際
的
及
び
地
域
的
な
問
題
に
関
す
る
相
互
の
定
期
的
な
接
触
及
び
協
議
を
維
持
す
る
。

三



四

　

９　

政
治
的
及
び
経
済
的
な
安
定
、
主
権
又
は
領
土
保
全
に
対
す
る
脅
威
と
な
る
活
動
へ
の
不
参
加
（
第
十
条
）

　
　
　

締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
の
政
治
的
及
び
経
済
的
な
安
定
、
主
権
又
は
領
土
保
全
に
対
す
る
脅
威
と
な
る
活
動
に
は
、
い
か
な
る
方
法
又
は
形
態
に
よ
っ

て
も
参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　

自
国
の
強 
靱 
性
を
高
め
る
こ
と
（
第
十
一
条
）

じ
ん

10

　
　
　

締
約
国
は
、
自
国
の
主
体
性
を
保
持
す
る
た
め
外
部
か
ら
の
干
渉
及
び
内
部
に
お
け
る
転
覆
活
動
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
国
の
理
想
及
び
願
望
に

従
い
、
政
治
、
経
済
、
社
会
文
化
及
び
安
全
保
障
の
分
野
に
お
け
る
自
国
の
強 
靱 
性
を
高
め
る
よ
う
努
め
る
。

じ
ん

　
　
　

地
域
の
強 
靱 
性
の
増
進
（
第
十
二
条
）

じ
ん

11

　
　
　

締
約
国
は
、
地
域
の
繁
栄
及
び
安
全
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
に
当
た
り
、
自
信
、
自
立
、
相
互
尊
重
、
協
力
及
び
連
帯
に
関
す
る
原
則
に
基
づ
き
、
地

域
の
強 
靱 
性
を
増
進
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

じ
ん

　
　
　

紛
争
の
平
和
的
解
決
（
第
十
三
条
）

12

　
　
　

締
約
国
は
、
自
国
に
直
接
影
響
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
紛
争
、
特
に
地
域
の
平
和
及
び
調
和
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
武
力

に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
を
慎
み
、
常
に
締
約
国
間
で
友
好
的
な
交
渉
を
通
じ
て
そ
の
紛
争
を
解
決
す
る
。

　
　
　

理
事
会
の
設
置
（
第
十
四
条
）

13

　
　
　

締
約
国
は
、
地
域
的
な
手
続
に
よ
り
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
の
平
和
及
び
調
和
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
紛
争
又
は
事
態
の
存
在
を
認
知
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
締
約
国
の
閣
僚
級
の
代
表
か
ら
成
る
理
事
会
を
設
置
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
条
約
に
加
入
し
た
東
南
ア
ジ
ア
以
外
の
国
に
つ
い
て
は
、
当

該
国
が
地
域
的
な
手
続
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
べ
き
紛
争
に
直
接
関
係
す
る
場
合
に
限
り
、
適
用
す
る
。

　
　
　

理
事
会
の
機
能
（
第
十
五
条
）

14

　
　
　

理
事
会
は
、
直
接
の
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
紛
争
又
は
事
態
を
認
知
し
及
び
紛
争
の
当
事
国
に
対
し
て
あ
っ
せ
ん
、
仲
介
、
審

査
、
調
停
等
の
適
当
な
解
決
方
法
を
勧
告
す
る
。
た
だ
し
、
理
事
会
は
、
自
ら
が
あ
っ
せ
ん
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
又
は
紛
争
の
当
事
国
の
合
意
に
基
づ
き

自
ら
が
仲
介
、
審
査
若
し
く
は
調
停
を
行
う
委
員
会
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
理
事
会
は
、
紛
争
又
は
事
態
の
悪
化
を
防
止
す

る
た
め
に
適
当
な
措
置
を
勧
告
す
る
。



五

　
　
　

適
用
除
外
（
第
十
六
条
）

15

　
　
　

第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
す
べ
て
の
紛
争
の
当
事
国
が
当
該
紛
争
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
合
意
し
な
い
限
り
、

適
用
し
な
い
。

　
　
　

締
結
（
第
十
八
条
）

16

　
　
　

東
南
ア
ジ
ア
以
外
の
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
す
べ
て
の
国
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
、
タ
イ
王
国
及
び
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主

義
共
和
国
の
同
意
を
得
て
、
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　

　
　
　

効
力
発
生
及
び
寄
託
者
（
第
十
九
条
）

17

　
　
　

こ
の
条
約
は
、
第
五
番
目
の
批
准
書
が
署
名
国
政
府
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
条
約
及
び
批
准
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
者
と
し
て
指
定
さ
れ
る
政
府
（
注
）
に

寄
託
さ
れ
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

　
　

（
注
）
原
締
約
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
タ
イ
の
政
府

三　

条
約
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

　
　

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
に
は
、
新
た
な
立
法
措
置
及
び
予
算
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。



六

（
参　

考
）

１　

採
択　

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
四
日　

デ
ン
パ
サ
ー
ル
に
お
い
て
採
択　

２　

効
力
発
生　

昭
和
五
十
一
年
六
月
二
十
二
日　

発
効

３　

署
名
国　

五
箇
国

　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ

４　

締
約
国　

平
成
十
六
年
三
月
一
日
現
在　

十
三
箇
国

　
　

ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
華
人
民
共
和
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム


